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第１章 本書の概要と使用方法 
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１．工程別危険性評価方法の概要 

 

（１）工程別危険性評価方法の対象工程 

本編の対象工程は、給油取扱、廃油・排ガス、発電、工程共通の４種類としています。 

（２）工程別危険性評価方法の開発手順 

対象となる工程ごとに事故事例を収集し、その解析によってチェック項目を起こすこととしまし

た（表１参照）。事故事例は、国内の事故の実態が反映されるようにできるだけ詳細なものを集め

ました。そして、これらの事故事例に関して種々の要因を分析し、要因ごとに事故の発生頻度など

の解析を行った結果をチェック項目の抽出および重要度の基礎資料に活用しました。 

工程別危険性評価方法の開発手順を図示すると図１のとおりです。 

 

表１ 収集・解析した工程別事故事例 

工程 事故データ 
データ数 

（年範囲） 

給油取扱 
危険物に係わる事故事例（消防庁危険物保安室）

（給油取扱所） 

85 

（2004-2006）

廃油・排ガス 
危険物に係わる事故事例（消防庁危険物保安室）

（一般取扱所） 

80 

（1994-2006）

発電 
危険物に係わる事故事例（消防庁危険物保安室）

（一般取扱所） 

79 

（1983-2006）

工程共通 
危険物に係わる事故事例（消防庁危険物保安室）

（一般取扱所） 

191 

（1982-2006）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 工程別危険性評価方法の開発手順 
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（３）工程別危険性評価方法の特徴 

 

ア．独自性 

工程別危険性評価方法の項目は、事故事例の独自の要因分析の結果に基づいた事故発生要因と

して重要な項目から構成され、チェック項目には、それらの分析結果に対する解釈および事故の

低減化へ向けた考え方がそれぞれの文言に生かされています。つまり、工程別危険性評価方法は、

項目の構成およびチェック項目に事故事例の解析結果を反映させた独自性の高いものです。 

 

イ．評価の定量化 

工程別危険性評価方法の大・中・小項目およびチェック項目には重みを付しています。このこ

とによって、チェック項目のＹｅｓ又はＮｏから危険要因を見出すことができます。したがって、

危険要因を見出した上に、それらに対する安全施策の重点的又は優先的な実施の目安が得られま

す。 

 

ウ．実施の任意性 

チェック項目は、文言の意味するところが概念であることが少なくなく、表現が抽象的になる

ことがあるため、チェック項目の判断基準を明確に定めることができない場合があります。また、

高度又は詳細な安全技術に関わるチェック項目があり、必ずしもすべての事業所へ適用すること

が適切とは限らない場合があります。これらの場合、チェック項目のＹｅｓ又はＮｏの判定を実

施者の判断へゆだねることになります。したがって、このような場合においては、必ずしも安全

技術の実施を具体的に求めるのではなく、安全技術が実施されることの必要性を再認識又は新た

に認識させることを意図し、具体的な安全施策の実効性は実施者自らが検討、検証することにな

ります。 

 

エ．事故事例に基盤 

工程別危険性評価方法は、事故事例と同種の原因によって事故が発生することを未然に防止す

ることを目的の一つに置いています。このため、事故事例から具体的にその事故要因の排除、回

避又は抑制の方法をチェック項目に起こし、そのチェック項目に関わる安全技術の実施如何を問

うことによって、それらの事故と同様な事故が発生することを未然に防止すること又は効果的に

リスクを低減することを図ります。 

 

（４）工程別危険性評価方法の活用 

 

ア．消防機関の活用 

工程別危険性評価方法は、産業災害防止対策を推進するために、消防機関が行う予防規程の認

可、防災規程、消防計画の届出受理の際、問題点を把握し、改善を指導するための資料として活

用することができます。平成１７年１月１４日の「危険物の規制に関する規則」の改正に伴い、

予防規程に「危険物の取扱工程又は設備等の変更に伴う危険要因の把握および当該危険要因に関

する対策に関すること」が盛り込まれましたが、「工程別危険性評価方法」は、当該事項を予防規
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程に定めるにあたって指導するための資料としても十分に活用できます。 

また、工程別危険性評価方法は、事故事例の要因分析の結果等に基づき、重要な項目から構成

されていますので、消防機関が立入検査を行うにあたって、重点箇所を選定し、効率的業務を実

施するためにも活用できるものです。 

 

イ．事業者の活用 

工程別危険性評価方法は、事業者が産業施設における危険性を把握し、その対策を講ずるため

に極めて有効なものであり、事業者の自主保安の確立に活用できるものです。 

 

２．工程別危険性評価方法の使用方法 

工程別危険性評価方法は、チェック項目を取りまとめた「チェックリスト」とチェック項目の解

説を記した「解説書」の２つの資料で構成されています。 

 

（１）チェックリストの見方 

チェックリストの見方は、表２のとおりです。 

 

表２ チェックリストの見方（共通事項） 

項   目 

・チェック項目は大・中・小項目に分類・整理されている。大項目ごとにチェック

項目の表を作成し、表の左上に大項目名を表記している。 

・チェック項目の回答がＹｅｓの場合は、すべて安全側になるように、チェック項

目文を作成している。 

・チェック項目の補足説明を「解説書」に記している。 

・チェック項目欄に、文頭にスペースのないチェック項目と一文字分スペースを空

けた２種類のチェック項目があるが、前者は一般のチェック項目で、後者はこれ

に関連するより詳細なチェック項目を意味している。 

・チェックリストは原則、事故事例よりチェック項目を起こしている。事故発生と

の因果関係が一般的に認められる、あるいは明らかである原因事象をチェック項

目としている。 

・高度な、又は詳細な安全技術については、具体的にチェック項目に挙げるのでは

なく、安全技術について考慮に入れる必要があることを認識してもらうようなチ

ェック項目文としている。 

（例）○○技術（技能）の伝承の方法論までは言及せず、「○○技術の伝承方法を取

り入れているか」というようなチェック項目文としている。 
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（２）解説書の見方 

解説書はチェックリストの補足説明のための資料であり、チェックリストの分類に合わせて作成

しています。解説書の見方は表３のとおりです。 

 

表３ チェックリスト解説書の見方 

項   目 

・チェックリストの小項目単位（小項目がない場合は、中項目単位）に解説書を作

成している。中項目名は各小項目の解説の左上に、小項目名は解説の上部に表記

している。（小項目がない場合は、中項目名を解説の左上に表記している。） 

・解説書はチェック項目、解説、事故例の順に取りまとめている。 

・事故例は「業種」「事故装置・設備」「事故概要」「事故原因」に分類･整理し、記

載している。 

・解説の次に関連する事故例の番号を記し、解説書章末にまとめて事故例を記載し

ている。個々の事故例の内容が詳細かつボリュームがあること、および個々の事

故例が複数の小項目に関連し、重複して表示されることになることが理由である。

 

（３）工程別危険性評価方法の使用方法 

 

ア．工程別危険性評価方法の使用者（チェック担当者） 

危険性評価方法は安全防災部門が中心となり、運転部門や保全部門等とのチームを編成し、使

用することが望まれます。 

また、使用者による主観的なチェック項目合否判定のバラツキを平均化する目的から、３人以

上の使用者により、並行して使用することが望まれます。この場合、事業所の中間管理職、作業

者など、異なる役職者の組み合せも考慮に入れることが大切です。 

 

イ．工程別危険性評価方法の使用手順 

先ず、対象となる工程のチェックリストを選定します。 

次に、個々のチェック項目に対し、Ｙｅｓ、Ｎｏを判断し、Ｙｅｓの場合は、文頭のチェック

ボックス□に✓印を記します。必要に応じ、解説書を参照します。 

 

ウ．重要度 

チェック項目に関連する事故事例数により事故の発生頻度を解析し、チェック項目ごとに重要

度を３段階で評価しています。また、チェックリストの大・中・小項目もそれらに属するチェッ

ク項目の重要度を基に、同様に３段階で評価しています。これらの重要度の評価結果は、第６章

「重要度一覧」に取りまとめています。 




